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267　　　経腟超音波断層法に よる着床前期子宮

内膜像 の 臨床的評価一妊娠例 と非妊娠例 の 比較検

討
一
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268　　　 パ ラ フ ィ ン包埋 切 片を用 い た CDmparative

Genomic　Hybridization　1こよ る 子 宮体部 腺癌 の 遺 伝 学 的

変化 の 検討

藤保大
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住浪義則、沼 文 隆、加 藤 紘

旧 的」経腟超音波断層法 に よ り観 察さ れ る ， 

子宮内膜容 積 （体 樹 の 変動 と  子 宮内膜蠕動様

運動の 活動性が妊娠に 寄与す る因 子 か 否 か を，妊

娠 例 と非 妊娠 例 で 比 較検討 し た ．　 ［方法 ］対象

は
， 着床前期 ：

− 3〜± Oday （超音波上 の 排卵 日 ＝

dayO） に経腟 超音 波断層 法で 子宮内膜容積 （体

積） と子宮 内膜蠕動様運動 を同時 測 定 した 136例

188周期 （妊娠例 23周期 ；以 下妊娠群 ，非 妊娠例

165 周期 ：以 下 非妊 娠群 ） と した ．子 宮 内膜 容積

は，修 正子宮 内膜体積 （以 下 MEV ）＝子宮内膜体

積1子宮 体部体積（比 ）で 算出 し，ま た 子宮 内膜蠕動

様運動 （以 下PME ）は，規則的な蠕動様運動 が 30

秒間 に 1回，2回，3回認 め られ た も の を各 々 1＋ ，

2 ＋ ，3 ＋ と し，不規 則 な 運 動の み 観察 さ れ た もの

を ± ，蠕 動 運動 の 全 く認 め ら れ な か っ た もの を
一

と し評価 した ．経腟走査 は，ソ ノ ビ ス ターEX （セ ク

タ方式，周波数 6．OMHz ）を用 い ，同
一

検者 ，同
一

条件 の も とに 行 っ た．　［成 績〕着 床 前期 に お け る

MEV 値 を妊娠群 と非妊娠群 で 比較 し た と こ ろ ，妊

娠 群 27．1± 4．6，非妊娠群 20．7 ± 1．2 と妊娠群で MEV

が 高値 を示す傾向が認め ら れ た．またMEV とPME

の 活動性 と の 関係 で は
，
MEV が 高値 を示 す症 例 に

お い て 活発なPME が 観察 され たが ，妊娠群 と非 妊

娠群 との 間 に は PME の 活動性 に差異を認め なか っ

た ．　 ［結論］妊娠群で は非妊娠群 に 比 し，MEV が

高値 を示す傾 向 が 認 め ら れ た こ と か ら，着床前期

の 子 宮内膜の 量的増加は 妊娠に寄与する 因子の
一

つ で あ る こ と が 示唆 され た ．ま た PME は ，超音波

断層 法で の み観察 さ れ る 現象で ，そ の 生 殖生理上

の 意義は十 分解明 され て ぽ い な い が ，今 回 の 検討

で は PME の 活動性 と妊娠 の 成否 と の 間 に は
一

定の

傾 向を認 め な か っ た ．

（目的）全 染色体 上 の 遺伝子 コ ピー
数の 異常 を

一
回

の hyb丘diza贓on に よ り評姫で き る oomparative

genomic　hybridization（CGH ）が報告 されて い る 。

しか し従来 の 方法は新鮮凍結標 本 を用 い たもの で あ

り、今後よ り効率的に臨床病理 学的評価の 検討 を進

め る 上で パ ラ フ ィ ン包埋切片 を用 い た CGH 法 の 確

立は重要 である 。 今回我 々 は 上記手法の 確 立を目指

し 、 micr 〔xdissection 、　 DNA の 抽出、蛍光標識お よ

び hybridizationにつ い て検討を加 え、子宮体癌症

例 に おける遺伝学的変化 の 検 討を行 っ た の で 報告 す

る 。 （材料 ・方法）3例 の 子宮体癌症例 を対象 とした 。

同
一

患者 よ り手 術 切 除に よ っ て 得 られ た 原 発巣、リ

ン パ 節転移巣、再発巣 の 検体 を 10％ 非緩衝 ホル マ リ

ン に て 固定後、パ ラ フ ィ ン 包埋 した 。 パ ラ フ ィ ン 包

埋 ブ ロ ッ ク を薄切 し、キ シ レ ン に て 脱 パ ラ フ ィ ン後、

HE 染色 を行 い 、実体顕微鏡下 に癌組織 を採取 した 。

得 られた組織を Proteinase　K 処理暖、
　 PCI 法に て

DNA を抽出 し、　 nick　tranSlation 法 に て 蛍光標識後、

CGH 解析 を行 っ た 。 （成績）3 検体に共通する変化

と して 1 番短腕および 19 番染色体領域に おける相

対的遺伝 子 コ ピー
数 の 減少、3 番長腕 の 染色体領域

に おけ る相対的遺伝子 コ ピ
ー

数増加が認め られた。

原発 巣と比較 して転移巣 に特徴的 璽変化 と して 、3

番長腕 の 染色体領域に おけ る、より広 い 範囲にわ た

る相対的遺伝子 コ ピ
ー

数増加 を認 め た。さ ら に 再 発

巣に特徴的な変化と して 15 番染色体領域における相

対的遺伝子コ ピー数の 減少が認め られた。 （結論）今

回遺伝学的変化 が 認 め られ た こ れ ら染色体領域上 に

は、子宮体部腺癌の発生、組織特異性、転移、浸潤、

抗癌剤耐性 な ど に 関 わ る遺伝子群 の 存在 する可能性

が 示唆 さ れ る た め 、予後 との 関連など に つ き症例 を

重ね て 検討中 で あ る。
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